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日本人は魚介類を主たる Se の摂取源としていますが,魚介類はダイオキシン・PCB などの残留性有機汚
染物質（POPｓ）や有機水銀などの摂取源ともなるため,Se がこれらの環境有害物質から国民の健康を
保護してくれている可能性があるか疫学的な検討を行っています。また,アレルギー性疾患は若年層の
約 1/3 が罹患するまでに増加しておりますが,「魚嫌い」などによる Se の摂取不足は炎症による体内
の酸化ストレスに対して Se の防護壁をもろくしてしまい,発症リスクを高め,さらには症状の遷延・重
症化をきたすおそれがないか検討しております。 
   
魚介類の摂取→     有害汚染物質の摂取→   体内の酸化ストレスの増大 
       （ダイオキシン・PCB・有機水銀など）     ↓ 
 Se の摂取  →  過酸化脂質の蓄積防止 
                 ↓ 
                     生活習慣病・中枢神経疾患のリスク軽減
 
魚介類の摂取不足  →    体内 Se の低下  →   体内の酸化ストレスの増大 
                  ↓ 
アレルギー疾患のリスク増大・症状の増悪化 
                 破線枠内が疫学的に検討している仮説部分です 
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実験動物や家畜では 
重金属・POPsに対する
Seの生体防御作用が
検討されてきている Se の人体防御
作用の解明  
